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価値創出を加速するデジタルソリューションF E A T U R E D  A R T I C L E S

異業種データ連携による価値創造を実現する
企業間情報連携基盤
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昨今の新型コロナウイルスの感染拡大により，人 の々社会的活動が大きく変化する状況において，
企業も新たな価値観に基づく事業・サービスの展開が求められる。日立はこれまで，企業間にま
たがるデータ連携による価値創造，ならびにそれを実現する技術について検討を重ねてきた。今
回，KDDI株式会社，積水ハウス株式会社と検証を重ねた転居手続き簡略化に続き，異業種
データのコラボレーションによる新たな価値創造を模索するためのコンソーシアム設立を起案し，
参画した。これらの活動を通じて，「ニュー・ノーマル（新常態）」を見据えたテーマの検討・サー
ビスの創出を推進している。
本稿では，情報連携検討を進める過程で創出された価値創造の事例と，それを実現するための
企業間情報連携基盤の概要，ならびにそのベース技術であるブロックチェーンのエンタープライズ
適用に向けたアプローチについて紹介する。

1.  はじめに

ビジネスにおけるデータ利活用が活発化し，新たな企
業価値や競争力を生み出すべく，多くの企業でデジタル
トランスフォーメーション専門部署が設置され検討が活
発化している1）。一方で，顧客ニーズが多様化し，一企
業のデータやリソースだけでの価値創造は困難を極めて
いることから，企業間の垣根を越え社内外のデータやリ
ソースを連携していくオープンイノベーションの発想が
必要となる（図1参照）。しかし，自社保有データの整
理，他社リソースの洗い出し，それらの保有企業へのコ
ンタクトという難易度の高いプロセスが存在する。また，
企業間での情報連携における安全性の担保やシステム間
連携方式など考慮すべき点が多い。
これに対し日立は，オープンイノベーションに向けた

ビジネスアイデアの議論を加速する企業コンソーシアム
の設立を起案し参画した2）。企業間での情報連携をAPI
（Application Programming Interface）経由でセキュアか
つ簡易に利用できる基盤技術を開発し，2020年度下半期
からコンソーシアムへ提供することで，活動拡大に貢献
していく予定である。

2. 企業間情報連携による価値創造事例

2.1

KDDI，積水ハウスと協創した賃貸契約の利便性向上

企業間情報連携による価値創造事例として，転居情報
を活用した損害保険や固定通信，電気，ガスなどの契約
手続きのワンストップ提供ビジネスがある。
従来の不動産業界における賃貸物件の契約では，引っ
越し先を探すユーザーは街の店舗を訪問し，担当者立ち
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合いの下で内見を実施している。店舗窓口にて本人確認
後，入居申込手続きをしており，顧客にも不動産会社に
も非常に手間が大きく，繁忙期には業務の圧迫や接客の
機会損失が発生する。このプロセスを効率化できれば，
繁忙期の接客件数の向上や業務の省力化が見込める。
上記課題の改善のため，日立はKDDI株式会社，積水
ハウス株式会社と共同で施策を検討し，2019年に実証実
験を実施した3）。KDDIの持つ通信契約時の本人確認情報
を顧客本人の同意の下，KDDIの携帯電話などのサービ
スブランドであるau※）の顧客情報と賃貸契約情報をセ
キュアに連携することで，賃貸物件内覧申込，入居申込

手続きの情報入力，本人確認業務の簡素化が可能である
ことを確認した（図2参照）。
さらに，入居時に必要となる損害保険，電気，ガス，
通信といったライフラインの申込手続きも，従来では
引っ越しするユーザーが各サービス会社に連絡し，その
つど本人情報を伝える必要があったが，賃貸契約情報を
連携することで簡略化できる可能性がある。
この構想に基づき，KDDI，積水ハウス，日立は新た
な参画企業として損害保険，ガス会社を募り，不動産賃
貸契約だけでなく，転居の際に発生する家財保険や生活
インフラサービスにおける手続きの簡素化の共同検証を
開始した4）。

企業に集まるデータを活用し， 新たなビジネスをつなげる

経営層の期待に反し， 大きなギャップが発生

データ連携
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図1｜ データ利活用における企業の
理想と課題

自社データの整備は進んでいるものの，オープンイノ
ベーションを起こすには足りない要素が多い。

※）auは，KDDI株式会社の登録商標である。
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図2｜賃貸物件内覧での検証
本人確認業務をキャリア会社のKYC情報を活用することで効率化する。スマートロックを活用すればスマートフォン端末から物件の予約が可能となり，不動産会社の職
員が同伴しなくて済む「セルフ内覧」が実現可能である。

注：略語説明
KYC（Know Your Customer）
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2.2

5G基地局拡大を支援する情報連携

日立が独自に可能性を模索している新たな事例とし
て，不動産会社などと通信会社の情報連携による5G（5th 
Generation）基地局拡大業務支援がある。
国内通信事業各社は，2020年春より5Gサービスの商用
化を，2023年度末までに通信事業4社合計で9万台超の基
地局設置を計画している5）。基地局の設置には，設置用
地に関する建築物件調査・建築許諾取得の難航，基地局
設置工事の遅延などにより，多くの時間とコストが発生
することが課題となっている。さらに，5Gで利用する基
地局のセル半径は，電波特性の制約から既存の通信シス
テムより非常に狭くなることもあり，エリア展開をして
いくにはさらに多くの基地局設置が必要となる6）。
従来，通信事業社は建物やオーナーの情報などは得ら
れない状態で設置物件の調査を実施していたため，多大
な時間と労力がかかっていたが，不動産業者と通信事業
社間で，オーナー許諾の取れた不動産情報を連携するこ
とで，基地局設置業務の効率化，手続きの短縮化が見込
める（図3参照）。5Gの早期普及は，政府の掲げる人間中
心の超スマート社会Society 5.07）を実現するための喫緊
の課題であり，日立は企業間情報連携基盤を通じて5Gの
普及に貢献する。

3. 企業間情報連携基盤を実現する技術

3.1

企業間情報連携における課題

前章で述べた価値創造を実現するには，企業が容易に

参加でき，安全・安心に情報連携する仕組みが必要とな
る。以下，情報連携における課題を示す。
（1）複数の企業間におけるセキュアなデータ流通
企業間で機微な情報を扱うためには，流通の過程で
データが改ざんされていないこと，不正アクセス防止，
正規にアクセスしたときの透過性を備えたセキュアな
データ流通が大前提となる。特に，参加企業が増えた場
合，N対Nの企業間でも担保されることが必須となる。
（2）プライバシー保護や個人情報保護法への準拠
個人のプライバシーを保護するための暗号・匿名化と
ともに，個人情報保護法，GDPR（General Data Protection 
Regulation：EU一般データ保護規則）などのデータ保護
関連法令準拠に必要な，参照，削除，許諾や所有権の管
理などの機能が必須となる。
（3）企業が迅速に参加・コラボレーションできる接続性
ビジネスを拡大させるためには，新規に参加する企業
の技術的ハードルなどの敷居を下げ，迅速にコラボレー
ションを開始できる仕組み（接続性）が必要となる。
（4）企業やサービスの増加に柔軟に対応できるスケーラ
ビリティ
参加企業やサービスが増大した際に，企業，データ，
処理量などに応じてシステムのリソースを柔軟に拡張で
きるスケーラビリティが要求される。
以降では，各課題を解決する企業間情報連携基盤の
アーキテクチャと実現方式について説明する。

3.2

企業間情報連携基盤の特徴

企業間情報連携基盤は，図4に示すとおり，データ流
通のためのブロックチェーン基盤，個人情報や契約情報

物件所有者

物件所有者
不動産会社

許諾交渉

（1）不動産情報

（2）物件検索

（3）許諾要求

（4）応答

登録

許諾

オフライン

不動産会社
企業間情報
連携基盤

通信会社

通信会社

図3｜5G基地局拡大支援の概要
オーナー情報を保有している不動産会社が本人許諾の下に通信会社に情報を連携する，もしくは交渉業務を代行することで基地局拡大業務の効率化が見込める。
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を格納するデータベース群（オフチェーン），および各企
業をつなぐWebAPIを含んで構成する。その特徴を以下
に示す。
（1）ブロックチェーンによるセキュアなデータ流通
ブロックチェーンは，複数のノード間ですべてが取引
データを共有し相互に合意を形成し承認することで，セ
キュアなデータ共有を実現する技術である8）。日立は，
課題であったN対Nでの企業間におけるセキュアなデー
タ流通を実現するために，ブロックチェーンを採用した。
企業間情報連携基盤では，ある企業から提供されたデー
タを他企業へ連携する際に，取引情報をブロックチェー
ンに記録する。また，ブロックチェーンをベースに，デー
タの公開範囲や，公開したくない企業などを，後述する
オフチェーンと連携し秘匿化したうえでデータを流通さ
せることも可能である。さらに，ブロックチェーンの耐
改ざん性と透明性は，確固たるエビデンスに基づいた公
正な精算処理を可能にしている。
（2）プライバシー保護と個人情報保護法に準拠したオフ
チェーンデータ管理
ブロックチェーンは，前述の耐改ざん性を備えるが，
一度書き込んだ情報を消去できない特徴も持つ。これは，
ブロックチェーン単体では，個人情報保護法やGDPRで
求められている，本人の請求に応じて消去する要件9）に
対応できないということである。また，情報開示先の企
業であっても，機微なデータは暗号化・秘匿化が必要で
ある。そこで，企業間情報連携基盤では，オフチェーン
に暗号化・秘匿化した機微なデータを格納し，ブロック
チェーン上ではその格納先だけを管理することで，上記

の問題をクリアしている。
（3）ブロックチェーンを意識させないデータ連携API
企業間情報連携基盤では，データ流通やサービスをブ
ロックチェーン上のコード（スマートコントラクト）と
オフチェーンの機能を組み合わせて実現している。しか
し，参加企業にとってブロックチェーンを前提にした接
続やサービス開発は技術的ハードルが高く，ビジネスを
スケールさせるための妨げとなる10）。そこで，企業間情
報連携基盤ではデータ連携APIを提供しており，利用者
は規定されたインタフェースに従ってAPIを実行するこ
とで，ブロックチェーンを意識せずにセキュアな情報連
携を容易に利用することが可能となる。
（4）コンテナ技術をベースとした柔軟性の高いサーバレ
スアーキテクチャ
多くの企業やサービスを取り込む企業間での情報連携
においては，高いスケーラビリティを持った柔軟なアー
キテクチャが必要となる。企業間情報連携基盤では，ブ
ロックチェーンノードの構築をはじめとした核心部分に
はコンテナ技術を採用し，サーバレス化したアーキテク
チャを実現している。仮想化技術を用いたサーバレス化
は簡単かつ素早くシステムをスケールアウトでき，協賛
企業増加やサービス拡張にリアルタイムに対応できる。
従来のオンプレミス技術に対してノード・インフラ構築
のコスト低減が可能であり，協賛企業のサービス利用コ
ストを抑制することにも寄与する。また本技術の活用に
より，各企業に割り当てるリソースはセットで管理でき，
迅速なサービス展開が可能となった。
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図4｜企業間情報連携基盤の概要
各ユーザーに対しAPIとブロックチェーン，オフチェーン
を含むユーザー領域を提供する。

注：略語説明
API（Application Programming Interface）
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4. おわりに

今回の事例のように，データ連携は企業をまたがる新
たなサービスを創出する可能性を秘めており，これまで
の活動の枠組みでビジネスの具体化に成功している。ブ
ロックチェーンを活用する実稼働エンタープライズシス
テムも日本においては事例が少なく，多くの企業を巻き
込んだこの取り組みは技術的にも先進事例となり得る。
この活動は企業間情報連携推進コンソーシアムを通じ拡
大予定であり，2020年度下半期を目途に企業間情報連携
サービスの本格稼働を見据えている。企業間情報連携の
取り組みに賛同している企業は2020年3月時点でも保
険，ガス，電力，警備，広告業界など多岐にわたる。今
後も日立は本技術を基に，社会インフラを担う協賛企業
のイノベーションパートナーとしてビジネスに貢献し，
本活動を拡大させていく予定である。
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